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3点 A(3，1)，B(－1，3)，C(－6，－2)を頂点とする△ABCがある。 

原点 O(0，0)を通る直線をひいて，△ABC の面積を 2等分したい。 

この直線の式を求めよ。 （青山学院高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

右の図で，点 Oは原点，曲線 fは関数    のグラフを表している。 

点 Aは曲線 f 上にあり，x座標は 4である。曲線 f上にあり，x座標が 

負の数であり，y 座標が点 A の y 座標より大きい点を P とする。点 A

と点 Pを結び，線分 APと y軸との交点を S，点 Sを通る直線を nとし，

点 Oと点 A，点 Oと点 Pをそれぞれ結んだ場合を表している。点 P の

y 座標が 25 で直線 n が△OAP の面積を 2 等分するとき，直線 n の式を

求めよ。 （都立西高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 1 

問題 2 

塾技 20 座標平面上の三角形（4） 難 
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解答は次のページ 
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点 Bを通る y 軸に平行な直線と CAとの交点を Dとすると，Dの y 座標は，CA：   に 

x =－1を代入し     「塾技 17（2）」より， 

  

 

ここで，求める直線と BC との交点を E とする。 

「塾技 20（2）」より，Eを文字で表し，条件で 

立式すればよい。Eの x座標を tとおくと， 

BC：y = x + 4 より，E(t，t + 4)とおける。 

Eを通り y軸に平行な直線と CAとの交点を Fとすると，F(t，  )とおける。 

△ECOの面積は△ABCの面積の より， 

 

 

 

E(    )を y = axに代入して，      これを解いて， 

 

 

 

   

f：    より，A(4，4)とわかる。 

また，点 Pは，fの式に y = 25を代入して，x = ±10より P(－10，25) 

よって，直線 PAの式は「塾技 49」より， 

  

 

以上より，△OAPの面積を求めると，「塾技 17（2）」より， 

  

ここで，求める直線 nと OP との交点を Q とする。 

「塾技 20（2）」より，Qを文字で表し，条件で立式すればよい。 

Qの x座標を t とおくと，OP：    より，Q(t，  )とおける。 

Qを通り y軸に平行な直線と PAとの交点を Rとすると，R(t，    )とおける。 

△PQSの面積は△OAPの面積の より， 

  

 

直線 nは，y = ax + 10に Q(－3， )を代入して， 
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y xa a   　　これを解いて， 　　　　　　　
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